
“技術者の誇り”技術者名入り銘板を設置しました。
Ｒ２圏央道五霞高架橋下部その４工事

「Ｒ２圏央道五霞高架橋下部その４工事（株木建設㈱茨城本店）」において、技術者名入り銘板を設置しました。
元請けである株木建設㈱の技術者以外にも、一緒に苦労された協力業者３社の技術者名も記載されています。

技術者名入り銘板とは？
関東地方整備局では、建設業が取り組む「働き方改革」を支援する

「地域インフラサポートプラン関東Ver.3.0」という独自のプランを進めていて、
その一つの取組として技術者の誇りを示す銘板設置により、新たな担い手確保につ
なげるよう取り組んでいます。

【 工事概要 】
工 事 名：Ｒ２圏央道五霞高架橋下部その４工事
路 線 名：一般国道４６８号

（首都圏中央連絡自動車道）
工事場所：茨城県猿島郡五霞町幸主地先
工 期：自）令和３年４月２９日

至）令和４年３月３１日
工事内容：橋脚５基 構築（PA15～PA19）
受 注 者：株木建設株式会社 茨城本店

藤井建設㈱ 青山さん
今回銘板に記載して頂き、

大変うれしく思います。開
通した際には自慢したいと
思います。

㈱西川建設 西川さん
銘板に名前が載り、大変

うれしく思います。次世代
にも伝えられるよう、今後
も頑張りたいと思います。

原田鉄筋㈱ 沖村さん
銘板に名前が載ることで、

工事に携わったことが目で
見える形となり、感慨深く
思います。

株木建設㈱ 現場代理人 角田さん
今回の工事で初めて銘板に名前を

記載させていただき大変感慨深い気
持ちです。これからも、今回の工事
で経験したことを生かして仕事に励
んでいきます。

株木建設㈱ 監理技術者 宝楽さん
今回工事を無事に完成できたのも、

協力業者の方々の力があってこそだ
と思い、感謝しております。銘板に
名前を記載することで、自信にも繋
がります。今後も、社会に誇れるよ
うな仕事をしていきたいと思います。


